
第
3
章
一

坂
田
の

商
工

業
の

変
遷

近
代
商
業
セ
ン
タ
ー
を
め
ざ
し
て

坂
田
商
工
業
の
草
分
「
明
石
醤
油」

君
津
市
坂
田

||
わ
ず
か
十
数
牢
前
ま
で
半
農
半
漁
の
の
ど
か
な
農
漁
村
に
す
ぎ
な
か
っ
た
坂
田
は 、

新
日
本
製
鉄
の
進
出
に
よ
り 、

商
工
業
の
町
へ
と
大
き
く
変
貌
を
遂
げ
つ
つ
あ
る 。
君
津
駅
坂
田
口
を

降
り
る
と 、
か
つ
て
実
り

豊か
だっ
た
水
田
は一
面
埋
め
立
て
ら
れ 、
整
然
と
区
画
さ
れ
た
道
路
と
商
業
地

区
に
生
ま
れ
代
わ
っ

て
い
る 。
駅
前
広
場
の
右
手
に
は 、
千
葉
相
互
銀
行
と
千
葉
銀
行
が
並
ん
で
立
つ

て
い

ι 。
そ
の
反
対
側 、
左
手
に
目
を
転
じ
る
と
「

坂
田
商
庖
街」
の
ア
ー

ケ
ー
ド
を
は
さ
ん
で 、
商

屈
街
が
立
ち
並
び 、
そ
の
中
心
に 、
地
上
四
階
建
の
イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
堂
が
ひ
と
き
わ
高
く
そ
び
え
て
い

坂田の商工業

る 。
ま
た 、
駅
前
広
場
の
正
面
に
は 、
地
上
五
階
建
の
ホ
テ
ル
千
成
が
あ
り 、
そ
の
前
を
ほ
ぼ
東
西
に

走
る
上
下
各二
車
線
の
道
路
を
は
さ
ん
で
各
種
商
屈
が
軒
を
並
べ
て
つ
ら
な
っ

て
い
る 。

い
ま 、
商
工
業
の
町
と
し
て
大
き
く
変
身
し
よ
う
と
し
て
い
る
坂
田
も 、
明
治
の
初
期
に
は 、
ま
だ

第3章

農
業
だ
け
に
依
存
す
る
純
粋
の
農
村
に
す
ぎ
な
か
っ
た 。
部
落
の
中
に
商
屈
は
な
く 、
買
い
物
と
い
え
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坂田の産業と土地区画繋理事業

ば 、
木
更
津
ま
で
出
か
け
る
か 、
部
落
を
訪
れ
る
行
商
人
を
通
じ
て
買
い
入
れ
る
か
で
あ
っ
た 。

た
だ 、
坂
田
に
他
と
違っ
て
い
た
と
乙
ろ
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば 、
「

明
石
醤
油」
が
あ
っ
た
乙
と
で
あ

る 。
「

明
石
醤
油」
は
文
政
九
年
(一
八
二
六
年) 、
坂
井
四
郎
兵
衛
が
創
業
し
た
も
の
で 、
そ
の
後
次
第

に
事
業
を
拡
張
し 、
江
戸
時
代
末
期
に
は
諸
味
元
石
(
醤
油
の
原
料
で
あ
る
大
豆 、
小
麦
の
総
石
数)

が
年
間一
0
0
石
に
達
し 、
乙
の
地
方
で
も

有
数
の
醤
油
醸
造
業
者
と
な
っ

て
い
た 。

徳
川
家
高原
が
江一円
に
入
り 、

徳
川
幕
府
を
開
い
た
こ
ろ 、
醤
油
は
大
阪
か
ら
船
で
は
る
ば
る
運
ば
れ

第2編

て
い
た 。
そ
の
後 、
江
戸
の
人
口
が
ふ
え 、
消
費
量
が
増
大
す
る
に
つ
れ 、
関
東
地
方
で
も

醤
油
醸
造

を
試
み
る
者
が
あ
ら
わ
れ 、
原
料
の
収
集
や
江
戸
へ
の
運
搬
の
便
利
な
銚
子
や
野
田
の
醤
油
醸
造
業
者

が
成
長
し
た 。
そ
れ
と
と
も
に 、
醤
油
は一
般
農
民
の
聞
に
も

広
ま
り 、

各
地
に
醤
油
醸
造
業
者
が
輩

出
し
た 。
乙
乙
君
津
郡
下
で
も
醤
油
醸
造
業
は
な
か
な
か
盛
ん
で 、
明
治
初
期
に
は
業
者
数
は
四
八
軒

に
の
ぼ
っ

て
い
た 。
そ
れ
ら
の
多
く
は 、
醸
造
量
も

少
な
く 、

近
隣
農
民
の
消
費
用
に
醸
造
を
行
なっ

て
い
る
程
度
で
あ
っ
た
が 、
坂
田
の
「

明
石
醤
油」
と
青
堀
の「
カ
ギ
サ
醤
油」
は
抜
き
ん
出
た
存
在
で 、

近
隣
の
み
な
ら
ず 、
木
更
津 、
東
京
方
面へ
も

広
く
出
荷
し
て
い
た 。

明
治
時
代
に
入っ
て 、
江
戸
は
東
京
と
名
を
変
え 、
政
治 、
経
済 、
文
化
の
中
心
と
し
て
大
き
く
成

長
を
遂
げ
て
い
っ
た 。
ま
た 、
横
浜
も 、

外
国
貿
易
の
窓
口
と
し
て
大
き
く
成
長
し
た 。
東
京
湾
を
は

さ
ん
で一
衣
帯
水
の
東
京 、
横
浜
の
発
展
に
つ
れ
て 、
醤
油
の
需
要
は
急
増
し 、「
明
石
醤
油」
を
は
じ

め 、
君
津
郡
下
の
醤
油
醸
造
業
者
は 、
そ
の
醸
造
量
を
年
々
増
大
さ
せ
て
い
っ
た 。
な
か
で
も
寸

明
石

醤
油」
は
そ
の
品
質
昂よ
い
乙
と

ど仏
く
認
め
ら
れ 、
市
場
を
拡
大
し 、
大
正
年
聞
に
は
諸
味
元
石
二

0
0
0
石
に
ま
で
成
長
し
た 。

「
明
石
醤
油」
の
強
み
は 、
品
質
の
よ
さ
で
あ
っ

た 。
明
治
時
代
中
ご
ろ
か
ら 、
政
府
は
殖
産
振
興
の
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一
環
と
し
て
各
地
で
醸
造
品
の
品
評
会
や
博
覧
会
を
開
催
し 、
優
秀
製
品 、
優
秀
業
者
を
表
彰
し
た
が 、

「
明
石
醤
油」
で
も

積
極
的
に
出
品
レ 、

数
々
の
表
彰
に
輝
い
た 。

た
と
え
ば 、
大
正
八
年
の
第
七
回
全
国
酒
類
醤
油
品
評
会
で
は 、
醤
油
の
部
に
お
い
て
優
勝
の
栄
誉

を
勝
ち
と
っ
た 。
ま
た 、
関
東
酒
類
醤
油
品
評
会
に
お
い
て
は 、
第
六
回
(
大
正
十
二
年) 、
第
七
回(
昭

和二
年)
と
連
続
優
勝
し 、
昭
和
九
年
の
第
九
回
で
も

三
度
目
の
優
勝
に
輝
い
た 。
こ
の
間 、
昭
和
三

年
の
大
礼
記
念
京
都
博
覧
会
に
お
い
て
も 、
み
ご
と
銀
牌
の
栄
誉
に
輝
い
て
い
る 。
こ
う
し
た
栄
誉
は

当
然
の
乙
と
な
が
ら
「

明
石
醤
油」
の
声
価
を
高
め 、
生
産 、
販
売
の
増
大
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る 。

明
石
醤
油
の
成
長 、
発
展
は 、
坂
田
の
人
々
に
さ
ま
ざ
ま
な
就
労
機
会
を
生
み
出
し
た 。
材
料
の
仕

込
み 、
出
荷
な
ど
に
は
大
量
の
手
数
を
要
し 、
坂
田
の
人
々
が
手
間
賃
稼
ぎ
で
多
数
従
事
し
た 。
そ
し

て 、
生
産
量
の
増
大
と
と
も
に 、
そ
れ
ら
の
人
々
の
中
か
ら

常
傭
に
な
る
者
も
多
数
あ
ら
わ
れ
た 。
大

正
時
代
か
ら
昭
和
初
期 、
「

明
石
醤
油」
の
最
盛
期
に
は 、
五
O
名
余
り
が
雇
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
か

ら 、
坂
田
に
と
っ

て 、
そ
の
存
在
は
大
き
な
も
の
が
あ
っ
た 。

と
り
わ
け 、
出
荷
に
は
大
量
の
人
手
を
要
し 、
多
く
の
人
が
従
事
し
た 。
明
治
初
期 、「
明
石
醤
油」

の
製
品
は 、
字
本
名
輪
の
浜
辺
か
ら
直
接
船
積
み
さ
れ 、
東
京 、
神
奈
川
方
面
に
出
荷
さ
れ
た 。
こ
の

た
め 、・
本
名
輸
に
は
船
積
み
倉
庫
が
設
け
ら
れ 、
大
和
田
村
の
榎
本
金
次
郎
が
そ
の
輸
送
を一
手
に
引

き
受
け
て
い
た 。

坂田の商工業

明
治
の
末
か
ら
大
正
の
初
め
に
か
け
て 、
木
更
津
あ
る
い
は
富
津へ
の
道
路
が
整
備
さ
れ
る
に
つ
れ 、

輸
送
方
法
も

変
化
し
た 。
す
な
わ
ち 、
坂
田
か
ら
直
接
船
積
み
す
る
の
で
は
な
く 、
大
八
車
や
荷
馬
車

で
木
更
津
あ
る
い
は
富
津へ
運
び 、
そ
こ
か
ら
出
荷
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る 。
そ
の
後 、
大
正

第3章

四
年 、
内
房
線
が
開
通
す
る
に
及
び 、
千
葉
方
面
あ
る
い
は
遠
方
小
口
扱
い
と
い
っ

て 、
鉄
道
輸
送
も
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坂田の産業と土地区画撃理事業

併
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た 。

し
か
し、
木
更
津 、
富
津へ
の
大
口
輸
送 、
あ
る
い
は
地
元
小
売
庖へ
の
小
回
り
の
配
送
に
は 、
大

八
車
と
荷
馬
車
が
主
に
使
わ
れ 、
多
く
の
村
人
が
従
事
し
た 。
年
頭
の
「

初
荷」
の
と
き
な
ど
は 、
念

入
り
に
手
入
れ
さ
れ
た
馬
が
化
粧
飾
を
つ
け
て
馬
車
を
ひ
き 、
馬
万
は
印
紳
天
を
着
用
し、
い
で
立
ち

も
り
り
し
く

潤
歩
す
る 。
そ
の
姿
は
ひ
とつ
の
H

風
物
詩H
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
っ
た 。

乙
の
「

明
石
醤
油」
に
も
大
き
な
打
撃
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た 。
食

し
か
し、
太
平
洋
戦
争
は 、

第2編

糧
統
制
の
あ
お
り
で
醤
油
の
原
料
で
あ
る
小
麦 、
大
豆 、
塩
の
購
入
が
極
端
に
圧
迫
さ
れ
て
し
ま
っ
た

の
で
あ
る 。
そ
し
て 、
戦
後
は 、
大
量
生
産 、
大
量
販
売
の
大
手
業
者
が
市
場
を
席
巻
し、
中
小
業
者

の
淘
汰
が
す
す
ん
だ 。
君
津
郡
下
で
も 、
戦
時
中
の
統
制
下
で
廃
業
す
る
業
者
が
続
出
し、
終
戦
時
に

は
三
O
軒
と
な
っ

て
い
た
が 、
そ
の
後
も
廃
業
す
る
も
の
が
あ
と
を
た
た
ず 、
現
在
で
は「
明
石
醤
油」

を
筆
頭
に
わ
ず
か
九
軒
し
か
残っ
て
い
な
い 。
し
か
し、「
明
石
醤
油」
で
は 、
製
造
方
法
の
近
代
化
に

つ
と
め
る
と
と
も
に 、
品
質
向
上
の
努
力
を
続
け 、
昭
和
四
十
八
年
に
は
食
糧
庁
長
官
賞
を
受
賞
す
る

な
ど 、
着
実
な
歩
み
を
重
ね
て
い
る 。
ま
た 、
最
近
で
は 、
あ
ら
た
に
「

そ
ば
つ
ゆ」
や
「

漬
物」
な

ど
の
製
造
販
売
に
も

乗
り
出
し、
そ
の
味
の
良
さ
は
市
場
で
好
評
を
得
て
い
る 。

酒
類
販
売
を
兼
ね
た
小
売
屈

明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て 、「
明
石
醤
油」
が
隆
盛
を
迎
え
る
と
と
も
に 、
海
苔
養
殖
が
第一
次
黄
金
時

代
を
迎
え
る
な
か
で 、
こ
こ
坂
田
に
も
い
くつ
か
の
商
庖
が
誕
生
し、
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
を
扱
い
始
め

て
い
る 。
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-
初
荷
の
祝い
酒

正
月
二
日 、
そ
ろ
い
の
印
紳
天
に
身
を
固
め
た
馬
方

た
ち
は 、

明
石
醤
油
に
勢
ぞ
ろ
い
し 、

祝
い
酒
を
交
し

た
あ
と、
ノ
ボ
リ
を
立
て
た
馬
車
を
ひ
い
て 、
そ
れ
ぞ

れ
の
目
的
地
へ
出
立
す
る 。
と
こ
ろ
が 、
お
得
意
先
を

回
っ

て
い
る
う
ち
に 、

行
く

先
々
で
「

初
荷」

到
着
の

ご
馳
走
と
祝
い
酒 。

酒
好
き

の
馬
方
は 、

す
す
め
ら
れ

る
ま
ま
に
盃
を
重
ね
る
う
ち
に 、
つ
い
つ
い
飲
み
す
ぎ

て
し
ま
う 。
あ
げ
く

の
果
て
は 、

馬
車
に
乗
せ
ら
れ
て 、

馬
に
曳
か
れ
て
工
場
に
た
ど
り
つ
く
と
い
う
あ
り
さ
ま 。

こ
れ
も

往
時
の
坂
田
の
楽
し
い
話
題
の
ひ
と
つ
で
あ
っ

た 。



明
治
の
初
期
に
創
業
し
た
商
屈
で
は 、
「

喜
三
郎」 、
「

四
郎
左エ
門」 、
「

田
代
屋」 、「
し
た
屈
(
平
野

商
白)」
が
あ
る 。

「
喜
三
郎」
は 、
食
用
油
の
製
造
業
で 、
創
業
者
は
慶
部
喜三
郎
で
あ
っ
た 。
こ
の
地
方
で
は 、
江
戸

時
代
よ
り

菜
種
の
栽
培
が
盛
ん
で 、
坂
田
で
も
広
く

作
付
さ
れ
て
お
り 、

農
家
か
ら
菜
種
を
預
り 、

搾

油
し
て
納
め
る
と
と
も
に 、
一
部 、
一
般
市
販
を
行
な
っ
た 。

「
四
郎
左エ
門」
の
創
業
者
は
井
祐
平
蔵
で 、
現
在
の
井
祐
典
夫
家
で
あ
る 。
明
石
醤
油
の
傭
人
を
お

客
に
も
ち 、
酒
類
の
販
売
を
中
心
に 、
雑
貨
品
も

扱っ
た 。

「
田
代
屋」
の
創
業
者は
安
藤
忠
七
で 、
現
在
の
安
藤
武
男
家
で
あ
る 。
豆
筒 、
酒
類
販
売
と
日
用
雑

貨
品
を
扱っ
て
い
た 。

「
し
た
庖」
の
創
業
者
は
平
野
卯
之
吉 。
現
在
の
平
野
治
二
家
で
あ
る 。
主
と
し
て 、
子
供
用
の
日
用

雑
貨
品
を
扱
い 、
ハ
ガ
キ 、
印
紙
な
ど
も
販
売
し
て
い
た 。

明
治
九
年比
は
「

吉
兵
衛」
が
閑
居
し
た 。
平
野
吉
兵
衛
が
煙
車
販
売
を
始
め
た
の
が
お
乙
り
で 、

マ
ッ

チ
な
ど
日
用
雑
貨
品
も

扱っ
た 。
現
在
の
平
野
秋
蔵
家
で
あ
る 。

明
治
十
四
年
に
は 、
海
岸
の
そ
ば
に「
重
兵
衛」
が
閉
居
し
た 。
創
業
者
は
小
幡
定
吉
で 、
酒
類
を
扱

ぃ 、
漁
師
た
ち
の
溜
り

場
と
な
っ

て
い
た 。
現
在
の
小
幡
良一
家
で
あ
る 。

そ
の
後 、
明
治二
十
八
年
比
は 、
安
藤
せ
ん
が
「
あ
め
屋」
を
閑
居
し
た 。
主
と
し
て 、
子
供
た
ち

坂田の商工業

を
相
手
に
雑
貨 、
駄
菓
子
類
を
扱
い 、「
し
た
庖」
と
と
も
に
子
供
た
ち
の
人
気
の
的
で
あ
っ
た 。

続
い
て 、
大
正
時
代
に
な
る
と 、「
紋
七」「
安
さ
ん」
な
ど
が
閉
居
し
た 。

「
紋
七」
は 、
大
正
三
年
に
平
野
久
三
郎
が
開
い
た
も
の
で 、
酒 、
煙
車
の
ほ
か 、
雑
貨
類
を
扱っ
た 。

第3章

現
在
の
平
野
豊
作
家
で
あ
る 。
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与善樽 車 喜 花 (初 重
兵
小明(葡(葡(し あ 紋重吉田 安 四屋 の初 幡石保広平 郎 商左兵 書片ゴ井津津大富造醤坂語

言
喜問 ため 兵兵 代 さ主

ヱ 建主建 船油海
ヱ

下ロヨ

門衛屋 1哲 郎築)築 主所(槻 主届 主 )自家七衛衛屋ん門

呉豆醤猫馬食家家 造 醤海海雑雑酒酒雑酒酒
寓油車車 用 油苔苔 煙貨童- 業服造製樽製製大八製油大大JîJ'à醸間間 煙草雑貨 煙 ・雑 病「問

種商業造造車造工工 業造屋屋貨貨草 草轟貨

大明 大大 明明
治
明 明文昭昭 明明大

治
明明明 大 明

正 治 正 正 治 哲 一 治 政 和 和 治 哲正 治 治 正 治 創
初J中 コ 六 初一 o 初九四 コ 初 八 三四九初中初 業

期期年 年 期年 年 期年年年 期年年年年期期期

平牧関 坂 広 斉 初 小 坂 保 広 平 安 平小平 安 苅 井野野口 井部藤津 幡井四坂部野藤野幡野 藤.lL己祐 氏仁藤清 2丘主主T吉 良 万 卯 久 吉 安
三太 次 浅賢 春 之せ三定兵忠太平 名
郎郎郎 助郎蔵蔵 吉衛勝吉吉ん郎吉衛七郎蔵

「あめ屋Jの菓子仕入鑑札と営業免許鑑札

-
戦
前
の
坂
田
の
商
工
業
者
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一
方 、「
安
さ
ん」
は 、
大
正
中
期 、
苅
込
安
蔵
が
国
道
二ハ
号
沿
い
に
開
居 、
酒
類
を
中
心
に
雑
貨

類
を
広
く

扱っ
た 。
当
時
は
海
苔
養
殖
も
隆
盛
期
に
あ
り 、

海
か
ら
上
が
っ
た
漁
師
た
ち
が
こ
こ
に
集

ま
り 、

酒
を
片
手
に
暖
を
と
り
な
が
ら 、
談
論
に
花
を
咲
か
せ
て
い
た 。
ま
た 、
街
道
筋
と
い
う
乙
と

も
あ
り 、

行
商
人
や
馬
車
引
き
た
ち
が
立
ち
寄っ
て
は一
ぷ
く
つ
け
る
と
い
う
こ
と
で 、「
重
兵
衛」
と

と
も
に
客
足
が
絶
え
な
か
っ
た 。
現
在
の
苅
込
繁
雄
家
で
あ
る 。

も
う一

軒 、
大
正
時
代
に
は
「

与
左
エ
門」
と
い
っ

て
呉
服
を
取
り

扱っ
て
い
る
屈
が
あ
っ
た 。
平

野
仁
三
郎
が
開
い
た
屈
で 、
現
在
の
平
野
興
志
雄
家
で
あ
る 。
別
名
「

反
物
屋」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た 。

こ
の
よ
う
に 、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
坂
田
で
は一
O
軒
の
商
屈
が
誕
生
し
た
が 、
そ
の
ほ
と
ん

ど
は
酒
類
お
よ
び
雑
貨
品
の
販
売
屈
で 、
規
模
も

小
さ
な
も
の
で
あ
っ
た 。
む
し
ろ
こ
の
時
代 、
商
業

の
中
心
地
と
な
っ

て
い
た
の
は
貞
元
村
釜
神
付
近
で 、
そ
乙
に
は
菓
子
製
造
業
や
時
計
居 、
金
物
屈 、

洋
品
居 、
食
料
雑
貨
屈
な
ど
が
軒
を
並べ 、
坂
田
の
住
民
も
ち
ょ
っ
と
し
た
物
を
買
う
時
に
は 、
そ
こ

ま
で
足
を
の
ば
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た 。

坂
田
の
商
屈
で一
風
変
わ
っ

て
い
る
の
は 、
一
O
軒
の
う
ち
五
軒
で
酒
類
を
扱っ
て
い
た
乙
と
で
あ

る 。
豆
宵
販
売
業
の
「

田
代
屋」
や
菓
子 、
雑
貨
屈
の
「

紋
七」
ま
で
酒
を
置
い
て
い
た
の
だ
か
ら
面

白
い 。
し
か
も 、
そ
れ
ぞ
れ
そ
れ
な
り
に
繁
盛
し
て
い
た
と
い
う 。
乙
れ
も
や
は
り 、「
明
石
醤
油」
で

の
手
間
賃
稼
ぎ
と
海
苔
養
殖
で 、
坂
田
の
人
々
は
潤っ
て
い
た
か
ら
と
思
わ
れ
る 。

坂田の商工業

そ
の
当
時 、
酒
屋
は
ほ
と
ん
ど
は
か
り

売
り
で 、
一
合マ
ス
を
使
い 、
マ
ス
の
底
に
受
け
皿
を
置
い

て 、
酒
樟
か
ら
酒
を
注
い
で
売っ
て
い
た 。
受
け
皿
に
あ
ふ
れ
た
酒
を
人
々
は
「
タ
レL
と
い
い 、
そ

の
タ
レ
が
多
い
と
か
少
な
い
と
か
い
い
合
い
な
が
ら
飲
ん
だ
の
だ
っ
た 。
「

明
石
醤
油」
で
の一
日
の
労

第3章

働
を
終
え 、
あ
る
い
は
寒
風
の
中
で
の
海
苔
取
り

作
業
を
終
え
て
飲
む一
杯
の
酒 、
そ
れ
は
坂
田
の
人
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々
に
とっ
て
何
も
の
に
も
代
え
が
た
い
楽
し
み
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う 。

海
苔
取
り
舟
で
栄
え
た「
重
兵
衛
の
船
大
工」

明
治
十
六
年
以
降
本
格
化
し
た
坂
田
の
海
苔
養
殖
業
は
そ
の
後
次
第
に
発
展
し、
明
治
末
に
は
部
落

民
の
ほ
と
ん
ど
が
海
苔
養
殖
に
従
事
す
る
ま
で
に
なっ
た 。
そ
し
て 、
大
正
時
代
か
ら
昭
和
初
期
に
か

第2編

け
て
第一
次
黄
金
時
代
を
迎
え
る
に
至っ
た 。
そ
の
中
で
生
ま
れ 、
発
展
し
た
の
が
「

重
兵
衛
の
船
大

工」
こ
と
小
幡
造
船
所
で
あ
っ
た 。

小
幡
造
船
所
の
創
業
者
は
小
幡
浅
吉
で
あ
る 。
彼
は
明
石
屋(
現
在
の「
明
石
屋
材
木
屈」)
で
修
業
し、

造
船
技
術
を
習
得 、
明
治二
十
五
年
に
独
立
し、
小
幡
造
船
所
を
開
い
た 。
し
か
し、
地
元
で
は
正
式

名
称
で
呼
ぶ
者
は一
人
も
な
く 、「

重
兵
衛
の
船
大
工」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
た 。

小
幡
浅
吉
は
職
人
気
質
の
仕
事
師
で 、
仕
事
の
て
い
ね
い
な
こ
と
で
評
判
で
あ
っ
た 。
こ
の
た
め 、

坂
田
漁
民
の
海
苔
取
り

舟
を
ほ
と
ん
ど一
手
に
引
き
受
け
た
ほ
か 、
木
更
津 、
富
津
な
ど
の
漁
業
組
合

か
ら
も
注
文
を
受
け 、
五
大
力
船
や
運
搬
船
な
ど
の
中
型
船
も
多
数
建
造
し
た 。
そ
の
主
な
も
の
を
あ

げ
る
と 、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る 。

「
亀
や
丸」

||
木
更
津
の
漁
師
か
ら
の
注
文

民「
八
幡
丸」

|i
坂
田 、
山
七
か
ら
の
注
文

「
久
吉
丸」
・「

興
進
丸」

||
畑
沢
漁
業
組
合
か
ら
の
注
文

「
坂
漁
丸」

||
坂
田
漁
業
組
合
か
ら
の
注
文

「
木
漁
丸」

||
木
更
津
漁
業
組
合
か
ら
の
注
文
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船種別価格の推移
船種 底 曳 船 倦 伝 馬 海苔取舟 運 搬 船 船大工手間年代

大正
末
1

日
0年

9 400円 2 8-30円 約15円 6 50-700円 1円
一昭 年 一 1円 20銭

昭一
和
昭和

10年
19年 600円 約40円 約2 5円 約1，000円 1円 2

円
0銭

50 - 1 銭

昭和
昭

20年 1， 200円 約80円 約5 5円 約2，000円 5 円 一 6 円一 和 29年

昭和 30年 10-12万円 約8， 500円 約5， 500円 15万 約600円
~昭和 39年 -20万円

昭和 40年 40万円 約30，000円 約2 2，000円 約50万円 1， 500円
-2，000円



大
正
時
代
か
ら
昭
和
四
十
年
代
ま
で
の
船
種
別
価
格
の
推
移 、
お
よ
び
昭
和二
十
四
年
の
小
型
船
価

格
は
下
表
の
と
お
り
で 、「
重
兵
衛
の
船
大
工」
は
坂
田
漁
業
の
発
展
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
成
長
を
遂
げ

て
き
た 。
し
か
し、
昭
和
四
十
年 、
坂
田
漁
業
協
同
組
合
が
漁
業
権
を
放
棄
し、
坂
田
地
先
海
岸
が
埋

め
立
て
ら
れ
る
に
及
び 、
坂
田
漁
民
に
親
し
ま
れ
た
「

重
兵
衛
の
船
大
工」
も
そ
の
幕
を
閉
じ
た 。

小
幡
造
船
所
の
ほ
か 、
明
治
時
代
に
は 、
「

初
津
大
工」
と
「

花
の
井」
と
い
う
二
軒
の
家
大
工
が
誕

生
し
た 。「
初
津
大
工」
は
初
津
万
蔵
が 、
「

花
の
井」
は
斉
藤
良
蔵
が
そ
れ
ぞ
れ
創
業
し
た
も
の
で 、
地

苅
の
民
家
建
設
に
当
た
っ

て
い
た 。

ま
た 、
大
正
六
年
に
坂
井
豊
之
助
が
創
業
し
た
「

車
屋」
は 、
馬
車
や
大
八
車
を
製
造
し、
し
ば
し

ば
名
人
芸
を
見
せ
て
坂
田
の
人
々
の
運
搬
に
貢
献
し
た 。
さ
ら
に
大
正
十
三
年
に
は 、
関
口
清
次
郎
が

「
樽
屋L
を
創
業
し、
明
石
醤
油
の
醤
油
樽
製
造
を一
手に
引
き
受
け 、
盛
況
で
あ
っ
た 。
し
か
し、
戦

後
に
な
っ

て 、
樽
が
ビ
ン
に
代
わ
っ
た
の
に
伴っ
て 、
廃
業
し
た 。

海
苔
問
屋「
広
部
海
苔
底」
「

保
坂
海
苔
庖」

坂
田
に
お
け
る
海
苔
養
殖
業
は 、
大
正
時
代
中
ご
ろ
か
ら
昭
和
十
年
に
か
け
て
第一
次
全
盛
時
代
を

迎
え
た 。
そ
し
て 、
そ
れ
に
伴っ
て 、
海
苔
問
屋
と
い
う
新
し
い
商
人
が
生
ま
れ
て
き
た 。

坂田の商工業

坂
田
で
取
れ
る
海
苔
は 、
海
苔
業
者
に
よ
っ

て
加
工
さ
れ 、
乾
海
苔
托
さ
れ
た
あ
と 、
青
堀
や
畑

沢
の
海
苔
仲
買
人
に
買
い
取
ら
れ 、
消
費
地
へ
運
ば
れ
て
い
た 。
し
か
し、
当
時 、
生
産
地
と
消
費
地

の
価
格
差
は
大
き
く 、

仲
買
人
た
ち
の
得
る
利
益
は
莫
大
な
額
に
の
ぼ
っ

て
い
た 。
こ
う
し
た
旧
弊
を

第3章

打
ち
破
り 、

生
産
者
の
利
益
を
守
る
た
め 、
坂
田
の
海
苔
漁
民
た
ち
は一
昭
和
六
年
か
ら「
共
同
出
荷
所」

-
昭
和二
十
四
年
の
小
型
船
価
格
表

(
木
更
津
木
造
船
工
業
協
同
組
合)

一
、

海
苔
取
舟

一
等

五 、

七
O
O
円

二
等

五 、
二
O
O
円

三
等

四 、
七
O
O
円

一
、

漁
船

巻

八 、
五
O
O
円

て

漁
船

四
尺

上
等

五
O 、

0
0
0
円

下
等

四
五 、

0
0
0
円

て

漁
船

四
尺
七 、
八
寸

上
等

七
五 、

0
0
0
円

下
等

七
O 、

0
0
0
円

て

漁
船

五
尺
て
二
寸
上
等

八
O 、

0
0
0
円

下
等

七
二 、

0
0
0
円

て

漁
船

五
尺
四 、
五
寸

上
等

八
八 、

0
0
0
円

下
等

八
O 、

0
0
0
円

五
尺
七 、
八
寸

上
等

九
七 、

0
0
0
円

下
等

八
八 、
0
0
0
円

上
等一
二
五 、

0
0
0
円

下
等

九
七 、

0
0
0
円

一
、

漁
船

一
、

漁
船

尺
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を
建
設
し、
自
分
た
ち
の
手
で
東
京
の
市
場
ま
で
運
び 、
直
販
体
制
に
切
り
か
え
た 。

こ
う
し
た
中
で 、
広
部
春
吉
は 、
昭
和
四
年
十
月 、
焼
玉エ
ン
ジ
ン
付
機
帆
船
(
二
0
ト
ン)
を
購

入
し、
海
苔
委
託
販
売
運
送
業
を
開
業 、
坂
田
乾
海
苔
生
産
組
合
の
委
託
を
受
け
て 、
組
合
の
生
産
す
る

海
苔
を
日
本
橋
の
海
苔
問
屋
連
合
会
傘
下
の
問
屋
に
運
び 、
委
託
販
売
業
務
を
開
始
し
た 。

そ
し
て 、
昭
和
十二
年
十
月
に
は 、
産
地
海
苔
問
屋
「

広
部
海
苔
庖」
を
開
業
し
た 。
そ
の
後 、
長

男・
勇
は
昭
和
十
三
年 、
東
京・
深
川
の
乾
海
苔
問
屋
「

柿
沢
商
庖」
に
入
社
し
た 。
十
六
年
に
応
召

第2編

し、
二
十
年
九
月
に
復
員 、
海
苔
居
業
に
従
事
し
た 。

一
方 、
昭
和
十
四
年
に
は 、
保
坂
勝
が
「

保
坂
海
苔
屈」
を
開
業
し、
産
地
問
屋
と
し
て
坂
田
の
海

苔
を
取
り

扱
い 、
東
京
や
千
葉
県
下
の
小
売
居へ
と
荷
を
さ
ば
い
て
い
た 。

戦
時
中
は 、
海
苔
も
統
制
さ
れ 、
自
由
な
販
売
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
が 、
乙
の一一
つ
の
海
苔
商
屈
は 、

戦
後 、
坂
田
海
苔
養
殖
が
第二
次
全
盛
期
を
迎
え
る
に
及
び 、
大
き
な
成
長
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
る 。

戦
争
の
落
と
し
子「
八
重
原
航
空
廠」

太
平
洋
戦
争
勃
発
直
後
の
昭
和
十
七
年 、
周
西
村
に
は一
つ
の
大
き
な
事
件
が
訪
れ
た 。
そ
れ
は 、

周
西
村
の
久
保 、
台 、
八
重
原
村
の
杢
師 、
南
子
安 、
北
子
安
の
五
部
落
に
ま
た
が
る
約一
O
O
へ
ク

タ
ー

ル
に
及
ぶ
土
地
に
乙
つ
ぜ
ん
と
し
て
「

第二
海
軍
航
空
廠
八
重
原
工
場」
が
出
現
し
た
乙
と
で
あ

っ
た 。昭

和
十
七
年
四
月 、
木
更
津
海
軍
航
空
廠
岩
本
中
将
か
ら
兵
器 、
発
動
機
工
場
と
し
て
八
重
原
村
に

工
場
を
建
設
し
た
い
旨
通
達
が
あ
り 、
こ
の
地
帯一
帯
の
美
田
を
否
応
な
く

強
制
買
収 、
そ
の
十
日
後
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-
坂
田
の
か
や
葺
職
人

上
記
の
ほ
か 、

明
治
か
ら
終
戦
C
ろ
ま
で 、

坂
田
に

は
か
や
葺
き
職
人
が
多
数
い
た 。

坂
田
の
丘
陵
地
に
は

良
質
の
か
や
が
生
い
茂
り 、
「

仲
町
が
や」「
谷
が
や」
な

ど
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た 。

坂
田
の
人
々
は 、

冬
の
農

閑
期
を
利
用
し
て
そ
れ
ら

の
か
や
を
刈
り

取
り 、

坂
田

を
は
じ
め 、

近
在
の
農
家
の
屋
根
葺
き
に
従
事
し
て
い

た 。

最
盛
時
に
は 、
か
や
葺
き
職
人
は
十
数
名
を
数
え

た
が 、
い
ず
れ
も

専
業
と
ま
で
は
い
か
ず 、

態 、

漁
業

の
閑
期
を
利
用
し
て
副
業
と
し
て
営
ん
で
い
た 。



に
は
工
場
の
建
設
陪
着
手
す
る
と
い
う 、
戦
局
を
思
わ
せ
る
あ
わ
た
だ
し
き
で
あっ
た 。
主
と
し
て
朝

鮮
人
を
主
体
と
す
る
徴
用
工
員三
五
O
名
に
よ
っ

て 、
工
事
は
昼
夜
を
分
か
た
ず
続
け
ら
れ 、
早
く
も

一
部
完
成
し 、
操
業
を
開
始
し
た 。

同
工
場
で
は
機
銃
な
ど
の
兵
器
お
よ
び
航
空
機
用
発
動
機
の
製
造
を
行
な
っ

て
い
た
が 、
操
業
が
本

格
化
し
た
昭
和
十
八
年
か
ら
十
九
年
に
か
け
て
は 、
県
内
外
か
ら

学
徒
や
婦
女
子
が
勤
労
動
員
に
狩
り

出
さ
れ 、
そ
れ
ら
の
製
造
に
従
事
し
た 。
坂
田
か
ら
も
多
数
の
青
少
年
婦
女
子
が
動
員
さ
れ
た 。

昭
和
十
九
年
に
入っ
て 、
米
軍
機
に
よ
る
本
土
空
襲
が
始
ま
る
と 、
八
重
原
航
空
廠
は
爆
撃
の
危
険

を
避
け
る
た
め 、
近
在
各
地
に
分
散
さ
れ
る
乙
と
に
な
っ
た 。
坂
田
で
は 、
水
越
隆
彦
家(
家
号「
谷」)

が
工
場
幹
部
の
宿
舎
と
な
っ
た
の
を
は
じ
め 、
安
藤
喜
男
家
(
家
号「
多
賀」) 、
広
部
邦
夫
家(
家
号「
油

屋」) 、
長
福
寺 、
坂
田
漁
業
組
合
事
務
所
な
ど
に
機
械
お
よ
び
工
員
が
分
散
さ
れ
た 。
こ
の
た
め 、
坂

田
は
そ
こ
で
働
く
技
術
工
員
た
ち
が
多
数
分
駐
し 、
活
況
を
呈
す
る
に
至っ
た 。

し
か
し 、
終
戦
と
と
も
に
八
重
原
航
空
廠
は
操
業
を
停
止 、
坂
田
に
分
駐
し
て
い
た
兵
隊
や
工
員
た

ち
も
そ
れ
ぞ
れ
故
郷へ
と
引
き
上
げ 、
坂
田
は
再
び
静
か
な
農
村
に
戻っ
た 。
そ
の
後 、
間
も
な
く
八

重
原
工
場
は
G
H
Q
に
よ
っ

て
取
り

壊
さ
れ
る
乙
と
に
な
り 、
わ
ず
か
三
年
ち
ょ
っ
と
の
短
い
生
命
を

終
え
た 。
そ
し
て
工
場
跡
地
は 、
食
糧
増
産
の
た
め
に
再
び
元
の
農
地
へ
と
逆
戻
り
し
た 。

坂田の商工業

戦
後
の
坂
田
の
商
工
業

戦
後
の
混
乱
期
が
過
ぎ 、
日
本
が
再
び
独
立
を
回
復
し
た
昭
和二
十
七
年
ご
ろ
に
は 、
坂
田
も

再
び

第3章

息
吹
き
を
回
復
し 、
新
し
い
商
工
業
が
生
ま
れ
て
く
る 。
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昭
和二
十
年
代
半
ば
に
は
坂
田
の
海
苔
養
殖
業
は
第二
次
黄
金
時
代
を
迎
え
つ
つ
あ
り 、

三
十
年
代

半
ば
に
か
け
て
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
て
い
く 。
そ
れ
と
と
も
に 、
ア
サ
リ
やハ
マ
グ
リ
な
ど
の
養
員

業
も
年
々
盛
ん
と
な
り 、

坂
田
漁
業
組
合
は
飛
ぶ
鳥
を
も
落
と
す
ほ
ど
の
全
盛
時
代
を
迎
え
る 。

海
苔
養
殖
業
の
発
展
に
支
え
ら
れ
て 、
昭
和二
十
二
年 、
兵
役
か
ら
帰っ
た
広
部
勇
は
産
地
乾
海

苔
問
屋
「

広
部
海
苔
居」
を
再
開 、「
保
坂
海
苔
庖L
と
と
も
に
坂
田
を
代
表
す
る
海
苔
問
屋
に
成
長 、

昭
和二
十
七
年
に
は
有
限
会
社
に
改
め 、
「

広
部
商
居」
と
改
称
し
た 。

第2編

ま
た 、
間
和二
十
五
年
に
は
石
崎
堅
次
が
「

京
都
食
堂」
を
閑
居し
た 。
さ
ら
に
二
十
七
年
に
は
石

崎
壱
義
が
「

京
都
輪
業
商
会」
を
開
業
し 、
自
転
車
お
よ
び
オ
ー
ト

バ
イ
の
販
売
を
開
始
し
た 。
そ
の

後 、
三
十
二
年
に
は
平
野二
郎
が
「

三
和
商
事」
を
設
立
し 、
雑
貨 、
酒 、
煙
草
の
販
売
業
を
開
業 、

坂
田
の
商
業
も一

段
と
多
彩
と
な
っ
た 。

三
和
商
事
の
創
業
者 、
平
野二
郎
は 、
そ
の
背
景
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語っ
て
い
る 。

「
そ
の
頃
の
坂
田
漁
業
協
同
組
合
に
は 、
九
月
ご
ろ
に
な
る
と
浦
安
と
か
神
奈
川 、
遠
く
は
関
西
地
方

か
ら
海
苔
移
殖
の
契
約
者
が
や
っ

て
き
て 、
毎
日
が
お
祭
り
の
よ
う
で
し
た 。
組
合
事
務
所
で
は
い
つ

も
理
事
会
や
ら
委
員
会
が
聞
か
れ 、
賑
や
か
な
も
の
で
し
た 。
当
時
の
坂
田
は 、
他
の
土
地
で
は
見
ら

れ
な
い
よ
う
な
消
費
力
を
もっ
て
い
た 。」

海
か
ら
陸
ヘ
、
農
業
か
ら
商
工
業
ヘ

昭
和
三
十
六
年
の
夏 、
君
津
漁
業
協
同
組
合
が
漁
業
権
を
放
棄
し 、

八
幡
製
鉄
(
現
新
日
本
製
鉄)

の
君
津
進
出
が
決
定
し
た 。
坂
田
漁
業
協
同
組
合
も

揺
れ
に
揺
れ
た
が 、
昭
和
四
十
年
五
月
に
は
漁
業

252 
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権
の
放
棄
を
決
定 、
こ
の
周
辺
の
海
面
は
ま
た
た
く
聞
に
埋
め
立
て
ら
れ 、
一
大
工
場
地
帯
が
出
現
し

た 。新
日
本
製
鉄
君
津
製
鉄
所
は
昭
和
四
十
三
年
十一
月 、
第一
号
高
炉
の
火
入
れ
式
を
行
な
い
操
業
を

開
始
し
た 。
そ
れ
に
伴っ
て 、
九
州 、
北
海
道 、
東
北
か
ら
新
日
鉄
関
係
者
が
大
量
に
転
入
し 、
坂
田

に
隣
接
す
る
大
和
田
を
は
じ
め 、
八
重
原 、
上
湯
江 、
常
代 、
宮
下
な
ど
町
内
各
地
に
新
日
鉄
お
よ
び

関
連
会
社
の
社
宅
が
建
設
さ
れ 、
君
津
町
の
住
民
は
急
速
に
ふ
く
れ
あ
が
っ

て
い
っ
た 。
そ
し
て 、
君

津
町
は
隣
接
す
る
小
糸
町 、
上
総
町 、
清
和
村 、
小
橿
村
を
合
併 、
昭
和
四
十
六
年
九
月
に
は
君
津
市

が
誕
生
し
た 。

乙
の
問 、
海
を
放
棄
し
た
坂
田
の
漁
民
た
ち
は 、
明
日
か
ら
の
生
活
の
糧
を
求
め
て 、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
技
や
持
ち
味
を
生
か
し 、
商
工
業
者へ
と
転
業
し
て
い
っ
た 。
旧
組
合
員
の
転
業
状
況
は
別
表
の
と

お
り
で 、
坂
田
は
漁
業
か
ら
商
工
業へ
と
変
身
し 、
そ
の
内
容
も
多
彩
な
も
の
と
な
っ

て
い
っ
た 。

一
方 、
新
日
鉄
の
進
出
に
伴っ
て
新
し
い
町 。つ
く
り
の
動
き
が
起
こ
り 、

君
津
町
(
の
ち
君
津
市)

の
都
市
計
画
基
本
構
想
に
基
づ
い
て 、
土
地
区
画
整
理
組
合
が
次
々
と
誕
生
し
た 。
坂
田
で
も
坂
田
土

地
区
画
整
理
組
合
が
生
ま
れ 、
水
田
を
埋
め
立
て 、
そ
こ
に
新
し
い
商
業
中
心
地
を
生
み
出
す
べ
く 、

計
画
が
推
進
さ
れ
た 。
か
く
し
て 、
坂
田
の
水
田 、
六
O
ヘ
ク
タ
ー

ル
が
埋
め
立
て
ら
れ 、
そ
こ
に
整

然
と
区
画
さ
れ
た
商
業
用
地
お
よ
び
住
宅
地
が
姿
を
現
わ
し
た 。

坂田の商工業

坂
田
の
住
民
は 、
漁
業
権
の
放
棄
に
続
い
て 、
父
祖
伝
来
の
田
畑
を
失っ
た 。
そ
し
て 、
そ
の
代
わ

り
に 、
商
工
業
を
中
心
と
す
る
新
し
い
町
づ
く
り
に
挑
ん
だ
の
で
あ
る 。

第3章
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-
坂
田
漁
業
協
同
組
合
の
転
業
者

《小売・サービス・
卸業関係》
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N
H
K
に
紹
介
さ
れ
た
「

秋
香
園」

秋
元
晋
は 、

昭
和
三
十
九
年
か
ら
観
賞
植
物
屈
「

秋

香
園」
を
聞
き 、

転
業
成
功
者
と
し
て 、

昭
和
四
十
二

年
春 、
N
H
K
か
ら
放
映
さ
れ
た 。
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君
津
市
の
商
業
中
心
地
を
目
ざ
す
坂
田

土
地
区
画
整
理
事
業
の
進
展
に
伴っ
て 、
君
津
駅
坂
田
口
に
は 、
整
然
と
区
画
さ
れ
た
商
業 、
住
宅

用
地
が
生
ま
れ
た 。
橋
上
駅
と
し
て
新
装
なっ
た
君
津
駅
坂
田
口
に
は 、
ロ
ー
タ
リ
ー

が
設
け
ら
れ 、

そ
れ
を
中
心
と
し
て
二
万
平
方
メ
ー
ト
ル
は
商
業
用
地
と
し
て
指
定
さ
れ
た 。

新
日
鉄
の
進
出
に
よ
っ

て
人
口
が
急
増
し、
日
々
大
き
く

変
貌
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
坂
田
に
は 、
大
手

第2編

ス
ー

パ
ー

や
月
販
居 、
銀
行 、
そ
の
他
各
種
商
工
業
者
の
進
出
希
望
が
殺
到
し
た 。
地
元
商
工
会
で
は 、

坂
田
開
発
の
基
本
計
画
や
地
元
業
者
と
の
競
合
問
題
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら 、
そ
れ
ら
進
出
予
定
企
業

に
つ
い
て
厳
密
な
検
討
を
加
え
て
い
っ
た 。

か
く
し
て 、
駅
前ロ
ー
タ
リ
ー

に
面
し
た
左
手 、
約一
八
O
O
坪
に
「

西
友ス
ト
ア」
の
進
出
が
決

定 、
続
い
て 、
同
じ
く

左
手 、
商
居
街
の
ほ
ぼ
中
央
の一
一
五
O
坪
に 、「
イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
堂」
の
進
出

が
決
ま
っ
た 。
ま
た 、
ロ
ー
タ
リ
ー

の
右
手
に
は 、
月
販
庖
「

丸
井」
と
地
元
銀
行
の
「

千
葉
相
互
銀

行」
が
進
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た 。
こ
れ
ら
有
力
企
業
の
進
出
決
定
に
よ
っ

て 、
坂
田
に
は
「シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー」
と
し
て
の

H
核H
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る 。

そ
の
後 、
昭
和
四
十
八
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
突
発
な
ど
に
よ
り 、
「

西
友ス
ト
ア」
お
よ
び
「

丸

井」
の
進
出
計
画
は一
時
た
な
上
げ
あ
る
い
は
予
定
変
更
さ
れ 、
丸
井
の
進
出
予
定
地
に
建
て
ら
れ
た

ビ
ル
に
は
「

千
葉
銀
行」
が
入
居 、
営
業
を
開
始
し
た 。
し
か
し
「

イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
堂」
は
計
画
通
り

建
設
に
着
工 、
昭
和
五
十一
年
四
月 、
閑
居
し
た 。
乙
れ
に
よ
り 、

地
上
五
階
建 、
建
物
延
面
積三
三

六
O
坪 、
売
場
面
積一
七
七
七
坪
と
い
う
大
型
屈
が
誕
生 、
坂
田
は
そ
の
面
白
を一
新
し
た
の
で
あ
る 。

続
い
て 、
地
元
の
転
業
者
な
ど
に
よ
っ

て
「

サ
ン
プ
ラ
ザ」「マ
ル
キ
ピ
ル」「
剣
持ビ
ル」
な
と
が
建
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設
さ
れ 、
貸
居
舗
と
し
て
営
業
を
開
始
し
た 。
こ
れ
ら
貸
屈
舗
に
は
入
居
申
し
込
み
が
相
次
ぎ 、
完
成

と
同
時
に
各
種
専
門
屈
が
入
居
し
営
業
を
開
始
し
た 。

か
つ
て
君
津
地
区
の
商
業
の
中
心
地
は
駅
の
南
側 、
す
な
わ
ち
中
野
お
よ
び
久
保
で
あ
っ
た 。
し
か

し、
イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
堂
を
中
心
に
各
種
専
門
屈
が
集
中 、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

を
形
成
し
た
乙
と

に
よ
っ

て 、
い
ま
や
そ
れ
は
完
全
に
坂
田
側
に
移っ
て
し
ま
っ
た 。

そ
の
大
き
な
力
と
な
っ
た
の
が
市
営
駐
車
場
で
あ
る 。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

の
形
成
に
あ
た
り 、

坂
田
土
地
区
画
整
理
組
合
で
は 、
隣
接
す
る
七
四
二
九・
二
七
平
方メ
ー
ト

ル
の
土
地
を
駐
車
場
用
地

と
し
て
確
保
し、
収
容
台
数
三
O
O
台
の
市
営
駐
車
場
と
し
た 。
イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
堂
の
開
屈
に
伴
い 、

同
駐
車
場
は
同
居
で一
定
額
の
買
い
物
を
し
た
人
に
は
無
料
で
解
放
さ
れ
る
乙
と
と
な
り 、

坂
田
商
居

街
は 、
地
元
は
も
ち
ろ
ん 、
旧
小
糸
町 、
旧
清
和
村 、
さ
ら
に
は
富
津
市
な
ど
か
ら 、
広
く

消
費
者
を

吸
引
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る 。

昭
和五
十
二
年
七
月
に
は 、
坂
田
に
進
出
し
た
事
業
者
が
集
ま
っ

て
「

坂
田
商
居
連
合
会」
が
結
成

さ
れ
た 。
連
合
会
は 、
業
種 、
業
態
を
問
わ
ず 、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

の
充
実
と
共
通
の
利
害
を

調
整
し、
さ
ら
に 、
結
束
を
固
め
る
こ
と
を
目
的
に
結
成
し
た。

坂
田
商
庖
連
合
会
が
最
初
に
手
が
け
た
仕
事
は 、
歩
行
者
天
国
運
動 、
商
業
地
域
の
環
境づ
く
り 、

ア
l

チ
づ
く
り
な
ど
で
あ
っ
た 。
ア
ー

チ
は 、
昭
和五
十
三
年
六
月 、
駅
か
ら
の
入
口
と 、
坂
田
|

九

坂田の商工業

十
九
坊
線
の
入
口
の
二
カ
所
に
設
置
し
た 。

「
坂
田
商
庖
連
合
会」
に
は 、
地
元
の
転
業
者
と
新
規
進
出
企
業
と
が
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
つ
き 、
共
通

の
問
題
を
話
し
合
い 、
坂
田
の
商
業
地
域
開
発
の
原
動
力
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る 。
大
型
屈

の
進
出
は 、
ど
こ
の
商
屈
街
で
も

地
元
の
抵
抗
が
強
く 、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
生
ん
で
い
る
が 、
こ
こ

第3章
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